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與謝野 晶子 訳 



逢坂 は 関の 清水 も 恋人の あっき 涙 もな 

がるる ところ (晶子) 

いよの すけ かく ひたちの すけ 

以前の 伊予 介は院 がお 崩れに な つ た 翌年 常 陸 介に 

はは. S ギ J 

なって 任地へ 下った ので、 昔の 帚 木 もつれて 行った。 

す ま うわさ 

源氏が 須 磨へ 引き こもった 噂 も、 遠い 国で 聞いて、 悲 

しく 思い やらない のではなかった が、 音信 をす る 便 

すらなくて、 筑波 おろしに 落ち着かぬ 心 を 抱きながら 

消息の 絶えた 年月 を 空蟬は 重ねた ので ある。 限定され 

た 国司の 任期と は 違って、 いつを 限りと も 予想され な 



かった 源氏の 放浪の 旅 も 終わって、 帰京した 翌年の 秋 

おうさか 

に 常 陸 介 は 国 を 立 つ て 来た。 一 行が 逢坂の 関 を 越えよ 

うとす る 日 は、 偶然に も 源氏が 石山 寺へ 願 ほどきに 

さんけい きいの かみ むす- J 

参詣す る 日で あ つ た。 京から 以前 紀伊 守で あ つた 息子 

その他の 人が 迎えに 来て いて 源氏の 石山 詣でを 告げた。 

途中が 混雑す るであろう から、 こちら は 早く 逢坂 山 を 

越えて おこうと して、 常 陸 介 は 夜明けに 近 江の 宿 を 

立 つ て 道 を 急いだ ので あるが、 女 車が 多くて はかが ゆ 

うちで あわた やま 

かない。 打 出の 浜 を 来る ころに、 源氏 はもう 粟田 山 を 

越えた という ことで、 前駆 を 勤めて いる 者が 無数に 東 

へ 向かって 来た。 道 を 譲る くらいで は 済まない 人数な 
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